
ワークプレイス改善
（東館４階の成果報告）

実施箇所 　県庁東館４階東フロア 

実施所属 
　知事直轄組織　
　総務課・総合政策課・財政課 

職員数 　57人（非常勤職員含む） 

面　　積 　約280㎡ 

なぜ実施するのか？（基本コンセプト）

上位目的 仕事に「働きがい」を生活に「生きがい」を感じられる組織風土の実現

目的 “気持ちいい”職場環境づくり 目標 ワークプレイス改善を実施する

紙文書量を徹底して削減す
るとともに適正に管理する

活発なコミュニケーションが
形成される場を創出する

清潔で利用しやすい
職場環境を維持する

①「気持ちよく」上司や同僚と相談・会話ができる環境
②「気持ちよく」業務に集中できる環境

“気持ちいい”とは？

課題

利用価値が低くなった
資料は廃棄する

打合せスペースを
増やす

机上に書類を置い
たまま帰らない

打合せ場所を集約
する（ゾーニング）

フリーアドレス化
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運用ルールを
決める

働きやすさ向上の
取組の継続

9月までに執務室内の書類
を３割（約1ｆｍ/人）減

①１０月までに引っ越し作業を完了する
②新オフィスでの運用ルールを決める（働きやすさ向上委員会の設置）

KPI
KPI

各課間の“垣根”を
取り払う

重複している書類
は廃棄する

各部局との調整業務が多い知事直轄組織でのワークプレイス改善は、他部局職員への改善効果
の波及や、他部局職員が実体験することによる機運醸成が期待できる。

さらに・・・

老朽化した備品類
を更新する

毎週全員で掃除す
る時間を作る

執務エリアの明確
化により部外者を
立ち入らせない

達成
達成



現況（改善前）レイアウト

総合政策課と財政課との間の書棚が
両課の“垣根”となっている

打合せ場所が足りない
（大きなテーブルしかない）

　　　　　執務デスク　　　　　　　　打ち合せ　　　　　　　　収納

財政課 総合政策課

レイアウト見直し後

書類収納スペースを削減
⇒打合せ場所を増設、“ワイガヤゾーン”として集約化

総合政策課と財政課の“垣根”を無く
しフロア全体を共有化

総合政策課・財政課で
フリーアドレスを採用

財政課 総合政策課

ワイガヤゾーン

　　　　　執務デスク　　　　　　　　打ち合せ　　　　　　　　収納

⇒　内外とのコミュニケーションが図りやすく、情報が行き交う、活力あるオフィスが実現



取組実践（引っ越し作業）

1日目（10/11）既存什器撤去 3日目（10/14）新什器搬入・設置2日目（10/13）　配線工事

新オフィス

総務課

立ち会議の様子
総合政策課

財政課


